
山口県在宅保健師会

　
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
の
総
会
に
お
い
て
再
任
さ
れ
、
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
二
年
間
の
経
験
と
次
年
度
「
鈴
の
会
」
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
大
き
な
責

務
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
み
な
ら
ず
、
山
口
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
務
局
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。当
日
は
総
会
の
議
事
進
行
を
全
て
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
先
般
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
率
が
山
口

県
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
等
に
よ
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
在

宅
医
療
な
ど
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
多
い
地
域
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
な
ど
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
お
り
、
我
々
鈴
の
会
の
介
護
予

防
出
張
講
座
や
地
域
サ
ロ
ン
・
健
康
体
操
教
室
等
地
域
で
の
高
齢
者
支
援
は
、
素
晴
ら
し
い

活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
研
修
会
で
も
「
生

涯
現
役
を
め
ざ
し
て
〜
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
？
」
と
山
口
大
学
大
学
院
の
長
谷
亮

佑
先
生
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
必
要
な
生
活
習
慣
＋
人
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
の
力
、
い
わ
ゆ
る
人
間
関
係
の
豊
か
さ
も
必
要
と
い
う
こ
と
を
自
身
が

実
践
さ
れ
て
い
る
地
域
活
動
モ
デ
ル
を
も
と
に
人
口
減
少
か
ら
く
る
高
齢
化
・
少
子
化
、
担

い
手
不
足
か
ら
高
齢
者
自
身
も
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
へ
の
転

換
が
必
要
と
説
明
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
支
え
手
・
受
け
手
の

相
互
扶
助
い
わ
ゆ
る
自
助
＋
互
助
の
必
要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
鈴
の
会
の
会
員
も
地
域
の
高
齢
者
支
援
の
一
助
と
な
り
ま

す
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
会
員
を
増
や
し

専
門
職
と
し
て
の
支
え
手
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
の
支
え
手
を
増
や

せ
て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ
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「
鈴
の
会
」
会
員
募
集

◆
令
和
八
年
度
第
二
回
研
修
会

　
日
時
　
令
和
八
年
十
月
十
四
日
（
水
）

　
　
　
　
十
時
三
十
分
〜
十
五
時

　
場
所
　
国
保
会
館
　
四
階
　
大
会
議
室

　
内
容
　〈
午
前
〉「
笑
い
ヨ
ガ
に
つ
い
て
」

　
　
　
　〈
午
後
〉「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

つ
い
て
」

お
知
ら
せ

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健

師
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
入
会
希
望
の
方
、
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

★「
鈴
の
会
」
の
情
報
は

     

こ
ち
ら
か
ら  

↓
↓
↓
↓

加
　
治
　
理
　
恵
（
下
松
市
）

福
　
田
　
敦
　
子
（
下
関
市
）

※
入
会
順

新
入
会
員
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
初
の
女
性
総
理
誕
生
、
政
権
交
代
の

荒
波
、
中
東
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
年
も
筍
が
た
く
さ
ん
頭

を
出
し
、
爛
漫
の
桜
た
ち
が
心
を
躍
ら

せ
て
く
れ
、
い
つ
も
通
り
の
春
が
過
ぎ

去
り
ま
し
た
。
五
月
に
は
無
事
、
鈴
の

会
の
総
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
多
々
あ
る
日
常
行
事
を
こ
な
し
な

が
ら
会
を
盛
り
立
て
て
下
さ
る
会
員
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
で
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
「
き
ょ
う
よ
う
（
教
養
）
が

な
い
こ
と
が
淋
し
く
、
困
る
こ
と
だ
」
と
聞
き

ま
し
た
。
ド
キ
ッ
と
し
ま
す
よ
ね
、
今
更
教
養

な
ん
て
…
。
現
役
同
様
バ
リ
バ
リ
活
動
し
て
い

て
も
年
は
正
直
で
す
。
体
力
も
落
ち
、
愚
痴
も

増
え
て
く
る
老
人
が
「
今
日
用
が
な
い
」
で
な

く
「
今
日
用
が
あ
る
」
日
常
を
過
ご
す
た
め
に
も
、

今
回
総
会
後
の
研
修
会
で
習
っ
た
「
健
康
寿
命

を
延
ば
す
」
工
夫
に
看
護
の
視
点
で
関
わ
っ
て

い
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。「
あ
の
よ
う
に

な
り
た
い
」
は
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

「
夢
中
」
を
増
や
し
、「
夢
で
い
っ
ぱ
い
の
鈴
の
会
」

来
年
で
三
十
周
年
で
す
。
会
報
三
十
二
号
へ
の

寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
〜
夢
と
は
　
た
だ
見
る
だ
け
の
も
の
で
な
く

　
　
　
た
だ
語
る
だ
け
の
も
の
で
な
く

　
　
　
　
夢
と
は
　
夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

そ
の
人
の
心
意
気
〜

（
神
代
　
浩
子
　
記
）

編 集 後 記

（
二
次
元
コ
ー
ド
：
鈴
の
会
Ｈ
Ｐ
）

令和8年度山口県在宅保健師会「鈴の会」総会及び第１回研修会（5月28日）

四
月
、桜
満
開
の
季
節
。

桜
の
香
に
包
ま
れ
な
が
ら
、自
然
豊
か
な

遊
歩
道
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
。

長
門
湯
本
温
泉
。

六
〇
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
、山
口
県
最
古

の
温
泉
だ
。

以
前
は
鄙
び
た
温
泉
街
で
あ
っ
た
が
、二

〇
二
〇
年
、持
続
可
能
な
温
泉
地
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

川
床
テ
ラ
ス
や
遊
歩
道
、立
ち
寄
り
湯
な

ど
が
整
備
さ
れ
、外
歩
き
の
楽
し
み
が
増
え

た
。駐

車
場
か
ら
竹
林
を
下
れ
ば
、
音
信
川

が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
身
を
ゆ
だ
ね
れ
ば
、心

身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

こ
こ
数
年
は
新
し
い
お
店
も
増
え
た
が
、

昔
な
が
ら
の
商
店
や
旅
館
も
あ
り
、日
本
の

古
き
良
き
時
代
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。

満
開
の
桜
の
下
、
思

い
っ
き
り
深
呼
吸
を
す

る
。身

体
中
、
桜
の
香
が

か
け
め
ぐ
り
、心
身
と
も

に
満
た
さ
れ
た
気
持
ち

に
な
っ
た
。

（
三
谷
　
恵
美
　
記
）

「そぞろ歩きで春を満喫」 私のイチ押しスポット
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３ 第32号　令和 8年 8月 2令和 8年 8月　第32号

藤田昭弘常務理事

河上屋里美看護協会副会長

嶋田英一郎理事

高橋幸弘保健所長会長

令
和
八
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

総
会
を
会
員
三
十
三
名
の
出
席
の
も
と
、
国
保
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
松
永
隆
子
会
長
よ
り
「
看
護
覚

書
に
あ
る
、
世
話
を
す
る
・
見
守
る
と
い
う
意
味
を

持
つ
「
看
る
」
と
い
う
基
本
ち
視
点
を
土
台
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
歩

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
山
口
県
健
康
福
祉
部
長
　
石
丸

泰
隆
様
（
代
読
　
嶋
田
英
一
郎
理
事
）、
山
口
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
常
務
理
事
　
藤
田
昭
弘
様
、

山
口
県
保
健
所
長
会
長
　
高
橋
幸
広
様
、
山
口
県
看

護
協
会
長
　
原
田
美
佐
様
（
代
読
　
河
上
屋
里
美
副

会
長
）
よ
り
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
口
県
保
健
所
保
健
師
研
究
協
議
会
長

神
尾
恵
子
様
、
山
口
県
市
町
保
健
師
研
究
協
議
会
長

小
野
泰
子
様
（
代
理
　
市
瀬
欽
子
副
会
長
）
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
議
長
団
に
国
居
秀
子
会
員
（
下
松

市
）、
森
和
美
会
員
（
山
口
市
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

議
案
の
令
和
七
年
度
事
業
報
告
、
決
算
及
び
会
計

監
査
報
告
、
令
和
八
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

は
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
二
名
の
会
員
を
迎
え
、
会
員
総

数
八
十
八
名
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
数
を
増
や
す
た

め
に
入
会
推
進
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
役
員
は
下
表
の
と
お
り
の
体
制
で
活
動
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
事
務
局
の
国
保
連
合
会
桑
原
課
長
以
下
八

名
の
職
員
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
尾
　
由
希
子
　
記
）

令
和
八
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会

「
鈴
の
会
」
総
会

　
　令
和
八
年
五
月
二
十
八
日（
木
）

　
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
平
均
寿
命
は
延
び
続
け

て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
と
の
差
は
、
こ
の
二
十
年

間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
誰
も
が
健
康
（
幸
）
な
人
生
を
送
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。
現
役
の
医
師
と
し
て
、
自
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
活
動
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
体
験

の
実
例
を
通
し

ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に

は「
生
活
習
慣
」

と
「
人
と
の
つ

な
が
り
・
地
域

の
力
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ

会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
会　計
監　査
監　査

松　永　隆　子（長門市）
仁　保　鈴　子（萩　市）
西　川　美智江（柳井市）
山　本　郁　子（周南市）
河　内　葉　子（防府市）
佐　藤　尚　子（山口市）
西　生　敏　代（宇部市）
渡　辺　英　子（下関市）
原　田　新　子（山口市）
宮　崎　正　子（防府市）
西　山　けい子（山口市）

役職名 氏　　　名

令和８年度「鈴の会」役員

令
和
八
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

第
一
回
研
修
会

　
　
　
　令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
（
木
）

講
演
「
生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　〜
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
？
」

講
師

　山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

　
　
　公
衆
衛
生
学
・
予
防
医
学
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　講
師

　長
谷

　亮
佑

　氏

ピ
タ
ル
）」
が
大
切
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
心
身
の
健
康
・
幸
せ
度

が
上
が
り
、
更
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
強

ま
る
。
こ
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

①
山
陽
小
野
田
市
で
は
、
行
政
と
共
に
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
に
よ
る
健
康
・
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
。
互
い
に
連
携
し
合
い
年
一
回
の
健
康

フ
ェ
ス
タ
開
催
を
続
け
る
中
、
来
場
者
・
参
加
団

体
の
増
加
と
共
に
健
康
寿
命
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。
で
き
る
だ
け

長
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
る
た
め
、
地
域
で
の
生
活
支
援
（
買
い
物
）

や
介
護
予
防
（
運
動
機
能
の
維
持
・
認
知
予
防
）

の
工
夫
を
地
域
で
行
う
。
萩
市
木
間
地
域
で
は
フ

レ
ン
ド
リ
ィ
バ
ス
の
運
行
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
送

迎
で
活
動
人
数
が
増
え
て
い
る
。

③
急
激
な
高
齢
化
が
進
み
、
支
え
る
人
の
不
足
や
社

会
保
障
費
の
上
昇
の
中
、
働
き
方
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要（
ま
ん
じ
ゅ
う
型
か
ら
富
士
山
型
へ
）。

専
門
職
は
専
門
性
の
高
い
介
護
に
専
念
し
、
身
近

な
生
活
支
援
や
介
護
予
防
を
地
域
が
担
う
。自
助
・

互
助
・
共
助
・
公
助
の
中
で
特
に
互
助
力
を
高
め

る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。
阿
知
須
で
は
マ
マ
友
か

ら
始
ま
っ
た
輪
が
地
域
の
季
節
行
事
や
子
供
食
堂
、

中
学
生
の
子
育
て
体
験
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
世

代
を
越
え
広
が
っ
て
い
る
。

　
行
政
の
力
と
共
に
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
支
え
合

う
、
誰
も
が
支
え
手
に
も
受
け
手
に
も
な
れ
る
地
域

を
創
っ
て
い
く
、
地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
こ
と
が

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
ず
は
ご
近
所
へ
の
声
掛
け
か
ら「
お
互
い
さ
ま
」

の
関
係
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
坂
口
　
博
美
　
記
）

こ   

ま
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藤田昭弘常務理事

河上屋里美看護協会副会長

嶋田英一郎理事

高橋幸弘保健所長会長

令
和
八
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

総
会
を
会
員
三
十
三
名
の
出
席
の
も
と
、
国
保
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
松
永
隆
子
会
長
よ
り
「
看
護
覚

書
に
あ
る
、
世
話
を
す
る
・
見
守
る
と
い
う
意
味
を

持
つ
「
看
る
」
と
い
う
基
本
ち
視
点
を
土
台
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
歩

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
山
口
県
健
康
福
祉
部
長
　
石
丸

泰
隆
様
（
代
読
　
嶋
田
英
一
郎
理
事
）、
山
口
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
常
務
理
事
　
藤
田
昭
弘
様
、

山
口
県
保
健
所
長
会
長
　
高
橋
幸
広
様
、
山
口
県
看

護
協
会
長
　
原
田
美
佐
様
（
代
読
　
河
上
屋
里
美
副

会
長
）
よ
り
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
口
県
保
健
所
保
健
師
研
究
協
議
会
長

神
尾
恵
子
様
、
山
口
県
市
町
保
健
師
研
究
協
議
会
長

小
野
泰
子
様
（
代
理
　
市
瀬
欽
子
副
会
長
）
の
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
議
長
団
に
国
居
秀
子
会
員
（
下
松

市
）、
森
和
美
会
員
（
山
口
市
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

議
案
の
令
和
七
年
度
事
業
報
告
、
決
算
及
び
会
計

監
査
報
告
、
令
和
八
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

は
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
二
名
の
会
員
を
迎
え
、
会
員
総

数
八
十
八
名
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
数
を
増
や
す
た

め
に
入
会
推
進
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
役
員
は
下
表
の
と
お
り
の
体
制
で
活
動
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
事
務
局
の
国
保
連
合
会
桑
原
課
長
以
下
八

名
の
職
員
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
尾
　
由
希
子
　
記
）

令
和
八
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会

「
鈴
の
会
」
総
会

　
　令
和
八
年
五
月
二
十
八
日（
木
）

　
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
平
均
寿
命
は
延
び
続
け

て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
と
の
差
は
、
こ
の
二
十
年

間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
誰
も
が
健
康
（
幸
）
な
人
生
を
送
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
。
現
役
の
医
師
と
し
て
、
自
ら
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
活
動
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
体
験

の
実
例
を
通
し

ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に

は「
生
活
習
慣
」

と
「
人
と
の
つ

な
が
り
・
地
域

の
力
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ

会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
会　計
監　査
監　査

松　永　隆　子（長門市）
仁　保　鈴　子（萩　市）
西　川　美智江（柳井市）
山　本　郁　子（周南市）
河　内　葉　子（防府市）
佐　藤　尚　子（山口市）
西　生　敏　代（宇部市）
渡　辺　英　子（下関市）
原　田　新　子（山口市）
宮　崎　正　子（防府市）
西　山　けい子（山口市）

役職名 氏　　　名

令和８年度「鈴の会」役員

令
和
八
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

第
一
回
研
修
会

　
　
　
　令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
（
木
）

講
演
「
生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　〜
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
？
」

講
師

　山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

　
　
　公
衆
衛
生
学
・
予
防
医
学
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　講
師

　長
谷

　亮
佑

　氏

ピ
タ
ル
）」
が
大
切
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
心
身
の
健
康
・
幸
せ
度

が
上
が
り
、
更
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
強

ま
る
。
こ
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

①
山
陽
小
野
田
市
で
は
、
行
政
と
共
に
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
に
よ
る
健
康
・
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
。
互
い
に
連
携
し
合
い
年
一
回
の
健
康

フ
ェ
ス
タ
開
催
を
続
け
る
中
、
来
場
者
・
参
加
団

体
の
増
加
と
共
に
健
康
寿
命
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。
で
き
る
だ
け

長
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
る
た
め
、
地
域
で
の
生
活
支
援
（
買
い
物
）

や
介
護
予
防
（
運
動
機
能
の
維
持
・
認
知
予
防
）

の
工
夫
を
地
域
で
行
う
。
萩
市
木
間
地
域
で
は
フ

レ
ン
ド
リ
ィ
バ
ス
の
運
行
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
送

迎
で
活
動
人
数
が
増
え
て
い
る
。

③
急
激
な
高
齢
化
が
進
み
、
支
え
る
人
の
不
足
や
社

会
保
障
費
の
上
昇
の
中
、
働
き
方
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要（
ま
ん
じ
ゅ
う
型
か
ら
富
士
山
型
へ
）。

専
門
職
は
専
門
性
の
高
い
介
護
に
専
念
し
、
身
近

な
生
活
支
援
や
介
護
予
防
を
地
域
が
担
う
。自
助
・

互
助
・
共
助
・
公
助
の
中
で
特
に
互
助
力
を
高
め

る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。
阿
知
須
で
は
マ
マ
友
か

ら
始
ま
っ
た
輪
が
地
域
の
季
節
行
事
や
子
供
食
堂
、

中
学
生
の
子
育
て
体
験
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
世

代
を
越
え
広
が
っ
て
い
る
。

　
行
政
の
力
と
共
に
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
支
え
合

う
、
誰
も
が
支
え
手
に
も
受
け
手
に
も
な
れ
る
地
域

を
創
っ
て
い
く
、
地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
こ
と
が

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
ず
は
ご
近
所
へ
の
声
掛
け
か
ら「
お
互
い
さ
ま
」

の
関
係
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
坂
口
　
博
美
　
記
）

こ   

ま
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
近
い
と
い
う
こ
と
を
、
デ
ー

タ
を
も
と
に
お
示
し
い
た
だ
き
、
地
震
に
ど
う
備
え

る
か
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

デ
ー
タ
１

　
東
日
本
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
と
、
そ
の
後
、

巨
大
地
震
の
確
率
が
高
く
な
る
。

　
貞
観
地
震
八
六
九
年
の
後
に
関
東
の
地
震
（
元
慶

地
震
）
八
七
八
年
、
五
幾
七
道
の
地
震
（
仁
和
地

震
）
八
八
七
年
と
続
い
た
。

デ
ー
タ
２

西
日
本
の
地
震
活
動

　
西
日
本
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
地
震
の

活
動
期
に
入
っ
て
い
る
。
現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
は
、
毎
年
四
〜
五
㎝
の
速
さ
で
陸
側
に
沈
み

込
ん
で
お
り
、
限
界
に
達
す
る
と
、
大
き
な
地
震
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

デ
ー
タ
３

　
過
去
、
室
津
港
で
隆
起
が
起
き
る
と
、
巨
大
地
震

が
発
生
し
て
い
る
。

　
室
津
港
の
地
震
時
の
積
算
隆
起
量
（
ｍ
）
と
西
暦

（
年
）
の
グ
ラ
フ
で
は
、
今
後
（
二
〇
三
三
年
頃
）
、

巨
大
地
震
が
起
き
る
確
率
が
高
く
な
る
と
さ
れ
て
い

る
。
（
た
だ
し
、
こ
の
デ
ー
タ
に
は
様
々
な
議
論
が

あ
る
。
）

南
海
ト
ラ
フ
発
生
時
の
山
口
県
の
対
応

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
る
中
、
山
口
県
で
は
死
傷
者
０
を
目
指
す
。

緊
急
地
震
速
報
の
活
用

　
東
南
海
、
南
海
地
震
源
域
で
発
生
し
た
場
合
、
山

口
県
東
部
（
周
防
大
島
）
に
大
き
な
揺
れ
を
も
た
ら

す
Ｓ
波
の
到
達
時
間
は
、

180
㎞
÷
４
㎞
／
秒
＝
45
秒

地
震
発
生
を
感
知
し
て
、

速
報
発
表
ま
で
約
５
〜
10
秒
と
す
る
と
、

稼
げ
る
時
間
は
30
秒
〜
40
秒

こ
の
時
間
を
避
難
す
る
時
間
と
し
て
有
効
に
使
う
。

終
わ
り
に

　
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
①
安
否
確
認
手
段
、
避
難
場
所
の
確
認

連
絡
方
法
の
確
認
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
（
一
七
一
）
、
公
衆
電
話
等

　
②
生
活
必
需
品
の
整
備

　
　
約
一
週
間
の
食
糧
、
水
の
用
意
、
ト
イ
レ
等

　
③
耐
震
性
、
耐
火
性
の
向
上

　
④
地
域
の
防
災
勉
強
会
や
避
難
訓
練
へ
の
参
加

　
⑤
災
害
保
険
の
検
討

（
三
谷
　
恵
美
　
記
）

講
演
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

　
　
　
〜
死
傷
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
〜
」

講
師
　
合
同
会
社
Ｄ
Ｍ
Ａ
　
　
三
浦
　
房
紀
　
氏

　
高
齢
社
会
の
現
在
、
私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

「
聞
こ
え
」
の
ト
ラ
ブ
ル
や
補
聴
器
の
問
題
が
増
え

て
い
る
現
状
下
で
、
今
回
の
先
生
の
講
演
は
、
ま
さ

に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
連
続
で
し
た
。

先
生
は
、
難
聴
の
「
負
の
連
鎖
」
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
、
認
知
機
能
低
下
、
筋
肉
量
低
下

に
よ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
等
で
自
立
度
を
低
下
さ
せ
る

過
程
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
補
聴
器
の
使
用

に
よ
り
、
認
知
機
能
低
下
が
抑
制
で
き
た
研
究
事
例

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
に
な
り
、
難
聴
に
な
っ

て
も
健
や
か
に
暮
ら
す
そ
の
鍵
は
、
補
聴
器
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
年
を
取
る
と
、
ど
う
し
て
難
聴
に
な
る
の
？

　
音
は
、
内
耳
に
あ
る
蝸
牛
の
有
毛
細
胞
に
よ
っ
て

電
気
信
号
と
し
て
脳
に
送
ら
れ
、
音
（
声
）
と
し
て

聞
き
と
り
ま
す
。
こ
の
有
毛
細
胞
が
、
年
と
共
に
少

し
ず
つ
傷
み
、
障
害
さ
れ
て
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た

の
が
感
音
難
聴
で
、
高
齢
者
に
多
い
難
聴
で
す
。

　
こ
の
有
毛
細
胞
の
障
害
は
、
目
に
例
え
る
と
、
物

が
ま
だ
ら
に
見
え
る
状
態
で
、
音
が
所
々
か
す
れ
て

聞
き
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
有
毛
細
胞
の
障
害

は
、
も
と
に
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
補
聴
器

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

◎
補
聴
器
と
集
音
器
、
ど
う
ち
が
う
の
？

　
高
齢
者
に
多
い
感
音
難
聴
の
場
合
、
う
る
さ
い
音

に
敏
感
に
な
り
、
周
波
数
の
高
い
高
音
が
聞
こ
え
に

く
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
聞
こ
え
る
音
の
幅
が
狭

く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
比
較
的
安
価
な
集
音
器
は
、

等
し
く
音
を
大
き
く
す
る
の
で
、
高
い
音
を
聞
こ
う

と
す
る
と
、
周
囲
の
雑
音
を
う
る
さ
く
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
少
価
格
が
高
く
て
も
、
音
を

音
の
高
さ
別
に
調
整
し
て
増
幅
で
き
る
、
補
聴
器
が

望
ま
し
い
の
で
す
。
補
聴
器
も
買
え
ば
終
わ
り
で
な

く
、
専
門
の
耳
鼻
科
（
で
き
れ
ば
、
補
聴
器
相
談
医

※
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
で
、
聴
力
検
査
を
受
け
、

補
聴
器
を
使
っ
た
聴
覚
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
約

三
か
月
程
度
）
を
受
け
て
、
十
分
な
音
量
下
で
も
、

う
る
さ
く
感
じ
ず
、
聞
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
難
聴
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法
は
？

　
有
毛
細
胞
の
傷
み
は
、
早
い
人
と
遅
い
人
が
あ
り
、

こ
の
傷
み
を
遅
ら
せ
て
難
聴
を
予
防
す
る
に
は
、

（
１
）
大
音
量
を
避
け
る
こ
と

　
大
音
量
で
テ
レ
ビ
や
音
楽
を
見
た
り
聴
い
た
り

し
な
い
。
大
き
な
音
が
常
時
出
て
い
る
場
所
を
避

け
、
静
か
な
場
所
で
耳
を
休
ま
せ
る
時
間
を
作
る
。

（
２
）
内
耳
の
血
流
を
保
つ
た
め
、
生
活
習
慣
病
や

ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
こ
と

　
　
生
活
習
慣
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
管
理
し
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
と
る
。
適
度
な
運
動

と
規
則
正
し
い
睡
眠
、
禁
煙
な
ど
が
大
切
で
す
。

◎
聞
こ
え
づ
ら
い
と
感
じ
た
ら
？

　
ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉
科
で
聴
力
検
査
を
受
け
、
難
聴

の
程
度
や
原
因
に
つ
い
て
正
確
な
評
価
を
受
け
る
こ

と
が
、
補
聴
器
選
び
に
も
有
効
で
、
難
聴
に
な
っ
て

も
健
や
か
に
暮
ら
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

（
中
島
　
美
智
枝
　
記
）

※補聴器相談医
一覧はこちら

ゆ
う
も
う

か
ぎ
ゅ
う

か
ん
お
ん

令
和
七
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

第
二
回
研
修
会

　
　令和
七
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）

講
演
「『
聞
こ
え
』
か
ら
考
え
る
高
齢
者
支
援

　
　
　
　
　
　
〜
補
聴
器
っ
て
ど
ん
な
も
の
〜
」

講
師
　
耳
鼻
咽
喉
科
　
か
め
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
奈
美
　
氏
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5 第32号　令和 8年 8月 4令和 8年 8月　第32号

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
近
い
と
い
う
こ
と
を
、
デ
ー

タ
を
も
と
に
お
示
し
い
た
だ
き
、
地
震
に
ど
う
備
え

る
か
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

デ
ー
タ
１

　
東
日
本
で
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
と
、
そ
の
後
、

巨
大
地
震
の
確
率
が
高
く
な
る
。

　
貞
観
地
震
八
六
九
年
の
後
に
関
東
の
地
震
（
元
慶

地
震
）
八
七
八
年
、
五
幾
七
道
の
地
震
（
仁
和
地

震
）
八
八
七
年
と
続
い
た
。

デ
ー
タ
２

西
日
本
の
地
震
活
動

　
西
日
本
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
地
震
の

活
動
期
に
入
っ
て
い
る
。
現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
は
、
毎
年
四
〜
五
㎝
の
速
さ
で
陸
側
に
沈
み

込
ん
で
お
り
、
限
界
に
達
す
る
と
、
大
き
な
地
震
を

起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。

デ
ー
タ
３

　
過
去
、
室
津
港
で
隆
起
が
起
き
る
と
、
巨
大
地
震

が
発
生
し
て
い
る
。

　
室
津
港
の
地
震
時
の
積
算
隆
起
量
（
ｍ
）
と
西
暦

（
年
）
の
グ
ラ
フ
で
は
、
今
後
（
二
〇
三
三
年
頃
）
、

巨
大
地
震
が
起
き
る
確
率
が
高
く
な
る
と
さ
れ
て
い

る
。
（
た
だ
し
、
こ
の
デ
ー
タ
に
は
様
々
な
議
論
が

あ
る
。
）

南
海
ト
ラ
フ
発
生
時
の
山
口
県
の
対
応

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
る
中
、
山
口
県
で
は
死
傷
者
０
を
目
指
す
。

緊
急
地
震
速
報
の
活
用

　
東
南
海
、
南
海
地
震
源
域
で
発
生
し
た
場
合
、
山

口
県
東
部
（
周
防
大
島
）
に
大
き
な
揺
れ
を
も
た
ら

す
Ｓ
波
の
到
達
時
間
は
、

180
㎞
÷
４
㎞
／
秒
＝
45
秒

地
震
発
生
を
感
知
し
て
、

速
報
発
表
ま
で
約
５
〜
10
秒
と
す
る
と
、

稼
げ
る
時
間
は
30
秒
〜
40
秒

こ
の
時
間
を
避
難
す
る
時
間
と
し
て
有
効
に
使
う
。

終
わ
り
に

　
日
頃
か
ら
次
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
①
安
否
確
認
手
段
、
避
難
場
所
の
確
認

連
絡
方
法
の
確
認
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
（
一
七
一
）
、
公
衆
電
話
等

　
②
生
活
必
需
品
の
整
備

　
　
約
一
週
間
の
食
糧
、
水
の
用
意
、
ト
イ
レ
等

　
③
耐
震
性
、
耐
火
性
の
向
上

　
④
地
域
の
防
災
勉
強
会
や
避
難
訓
練
へ
の
参
加

　
⑤
災
害
保
険
の
検
討

（
三
谷
　
恵
美
　
記
）

講
演
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

　
　
　
〜
死
傷
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
〜
」

講
師
　
合
同
会
社
Ｄ
Ｍ
Ａ
　
　
三
浦
　
房
紀
　
氏

　
高
齢
社
会
の
現
在
、
私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

「
聞
こ
え
」
の
ト
ラ
ブ
ル
や
補
聴
器
の
問
題
が
増
え

て
い
る
現
状
下
で
、
今
回
の
先
生
の
講
演
は
、
ま
さ

に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
連
続
で
し
た
。

先
生
は
、
難
聴
の
「
負
の
連
鎖
」
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
、
認
知
機
能
低
下
、
筋
肉
量
低
下

に
よ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
等
で
自
立
度
を
低
下
さ
せ
る

過
程
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
補
聴
器
の
使
用

に
よ
り
、
認
知
機
能
低
下
が
抑
制
で
き
た
研
究
事
例

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
に
な
り
、
難
聴
に
な
っ

て
も
健
や
か
に
暮
ら
す
そ
の
鍵
は
、
補
聴
器
を
上
手

に
活
用
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
年
を
取
る
と
、
ど
う
し
て
難
聴
に
な
る
の
？

　
音
は
、
内
耳
に
あ
る
蝸
牛
の
有
毛
細
胞
に
よ
っ
て

電
気
信
号
と
し
て
脳
に
送
ら
れ
、
音
（
声
）
と
し
て

聞
き
と
り
ま
す
。
こ
の
有
毛
細
胞
が
、
年
と
共
に
少

し
ず
つ
傷
み
、
障
害
さ
れ
て
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た

の
が
感
音
難
聴
で
、
高
齢
者
に
多
い
難
聴
で
す
。

　
こ
の
有
毛
細
胞
の
障
害
は
、
目
に
例
え
る
と
、
物

が
ま
だ
ら
に
見
え
る
状
態
で
、
音
が
所
々
か
す
れ
て

聞
き
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
有
毛
細
胞
の
障
害

は
、
も
と
に
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
補
聴
器

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

◎
補
聴
器
と
集
音
器
、
ど
う
ち
が
う
の
？

　
高
齢
者
に
多
い
感
音
難
聴
の
場
合
、
う
る
さ
い
音

に
敏
感
に
な
り
、
周
波
数
の
高
い
高
音
が
聞
こ
え
に

く
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
聞
こ
え
る
音
の
幅
が
狭

く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
比
較
的
安
価
な
集
音
器
は
、

等
し
く
音
を
大
き
く
す
る
の
で
、
高
い
音
を
聞
こ
う

と
す
る
と
、
周
囲
の
雑
音
を
う
る
さ
く
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
少
価
格
が
高
く
て
も
、
音
を

音
の
高
さ
別
に
調
整
し
て
増
幅
で
き
る
、
補
聴
器
が

望
ま
し
い
の
で
す
。
補
聴
器
も
買
え
ば
終
わ
り
で
な

く
、
専
門
の
耳
鼻
科
（
で
き
れ
ば
、
補
聴
器
相
談
医

※
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）
で
、
聴
力
検
査
を
受
け
、

補
聴
器
を
使
っ
た
聴
覚
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
約

三
か
月
程
度
）
を
受
け
て
、
十
分
な
音
量
下
で
も
、

う
る
さ
く
感
じ
ず
、
聞
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
難
聴
を
予
防
す
る
た
め
の
方
法
は
？

　
有
毛
細
胞
の
傷
み
は
、
早
い
人
と
遅
い
人
が
あ
り
、

こ
の
傷
み
を
遅
ら
せ
て
難
聴
を
予
防
す
る
に
は
、

（
１
）
大
音
量
を
避
け
る
こ
と

　
大
音
量
で
テ
レ
ビ
や
音
楽
を
見
た
り
聴
い
た
り

し
な
い
。
大
き
な
音
が
常
時
出
て
い
る
場
所
を
避

け
、
静
か
な
場
所
で
耳
を
休
ま
せ
る
時
間
を
作
る
。

（
２
）
内
耳
の
血
流
を
保
つ
た
め
、
生
活
習
慣
病
や

ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
こ
と

　
　
生
活
習
慣
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
管
理
し
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
食
事
を
と
る
。
適
度
な
運
動

と
規
則
正
し
い
睡
眠
、
禁
煙
な
ど
が
大
切
で
す
。

◎
聞
こ
え
づ
ら
い
と
感
じ
た
ら
？

　
ま
ず
は
耳
鼻
咽
喉
科
で
聴
力
検
査
を
受
け
、
難
聴

の
程
度
や
原
因
に
つ
い
て
正
確
な
評
価
を
受
け
る
こ

と
が
、
補
聴
器
選
び
に
も
有
効
で
、
難
聴
に
な
っ
て

も
健
や
か
に
暮
ら
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

（
中
島
　
美
智
枝
　
記
）

※補聴器相談医
一覧はこちら

ゆ
う
も
う

か
ぎ
ゅ
う

か
ん
お
ん

令
和
七
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

第
二
回
研
修
会

　
　令和
七
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）

講
演
「『
聞
こ
え
』
か
ら
考
え
る
高
齢
者
支
援

　
　
　
　
　
　
〜
補
聴
器
っ
て
ど
ん
な
も
の
〜
」

講
師
　
耳
鼻
咽
喉
科
　
か
め
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
奈
美
　
氏
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二胡演奏♪（サロンにて）

「
登
山
の
魅
力
」

防
府
市
　河

内
　
葉
子

　
私
と
登
山
の
出
会
い
は
六
年
前
の
初
秋
頃
で
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
所
属
し
て
い
る
山
の
会
の

安
全
教
室
の
チ
ラ
シ
を
た
ま
た
ま
見
か
け
て
教

室
へ
参
加
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
来
山
登
り

は
苦
手
で
あ
っ
た
が
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
壮
大

な
チ
ラ
シ
の
写
真
に
思
わ
ず
吸
い
込
ま
れ
て
フ

ラ
フ
ラ
っ
と
教
室
に
行
っ
た
こ
と
で
、
私
の
退

職
後
の
第
二
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

ほ
ど
と
な
っ
た
。
そ
し
て
入
会
し
て
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
い
う
間
に
、
伯
耆
大
山
、
八
ヶ
岳
連
峰

や
日
本
ア
ル
プ
ス
、
九
重
連
山
等
、
名
だ
た
る

名
峰
に
同
行
し
て
も
ら
い
、
い
つ
の
間
に
か
山

に
行
く
こ
と
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
私
は
登
り
が
苦
手
で
、
こ
ん
な
に
し
ん
ど
い

思
い
を
し
て
ま
で
も
登
ら
な
く
て
い
い
の
で

は
？
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
し
か
し
山

頂
に
到
着
し
た
時
の
達
成
感
や
、
一
緒
に
登
っ

た
山
友
と
お
互
い
に
称
え
合
う
ひ
と
時
は
何
も

の
に
も
代
え
難
い
瞬
間
で
あ
る
。
そ
し
て
山
に

登
る
こ
と
が
自
分
自
身
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な

お
ひ
と
り
時
間
の
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
門
市
　
永
冨
　
恵
子

旧
日
置
村
役
場
に
保
健
婦
と
し
て
働
き
は
じ
め
た

の
が
今
か
ら
半
世
紀
前
。今
年
は
六
回
目
年
女
で
す
。

長
門
市
役
所
を
退
職
後
も
非
常
勤
職
員
・
任
用
職

員
と
し
て
約
十
年
働
き
二
年
前
か
ら
フ
リ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
を
も
ち
、
ま

た
、
夫
が
亡
く
な
り
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
七
年
に

な
り
ま
す
。

現
在
の
、
お
ひ
と
り
時
間
の
多
く
は
、
趣
味
の
二

胡
に
使
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
、
萩
や
長
門

地
区
の
サ
ロ
ン
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
施
設
や
小

学
校
、
ま
た
地

域
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
年
間
二
十

か
ら
三
十
回
演

奏
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
つ
い

に
日
置
地
区
で

も
健
康
教
育
よ

り
二
胡
演
奏
依

頼
の
方
が
多
く

な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。（
笑
）

色
々
な
場
所
に

行
き
、
新
し
い
人
と
の
交
流
は
楽
し
い
で
す
。

次
に
多
い
ひ
と
り
時
間
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
使
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
の
午
後
は
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

「
お
口
の
体
操
」「
長
門
市
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
の
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、
長
門
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
い
る
高
知
県
発
祥
の
筋
肉

を
つ
け
転
倒
予
防
を
目
指
す
体
操
で
す
。

   

●   

手
首
足
首
に
お
も
り
を
つ
け
、
椅
子
に
座
り
行
う

   

●   

お
も
り
は
体
力
に
合
わ
せ
て
調
整
で
き
る

   

●   

簡
単
な
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
お
手
本
を
見
な
が
ら

行
う

り
、
ま
た
ピ
ー
ク
を
踏
む
こ
と
で
自
分
の
体
力
や

精
神
力
に
自
信
が
持
て
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
新
た

な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
だ
。

　
そ
の
結
果
、
山
に
登
る
た
め
の
日
常
生
活
の
在

り
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
不
摂
生
な
生
活
を

慎
み
、
快
食
、
快
眠
、
快
便
、
そ
し
て
筋
力
維
持

の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
等
を
実
行
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
こ
そ
が
、
健
康
寿
命
の
延
長

に
繋
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
私
が
あ
ん
な
に

嫌
が
っ
て
い
た
山
登
り
が
張
り
合
い
の
あ
る
生
活

を
生
み
出
し
、
そ
し
て
今
で
は
健
康
的
な
心
身
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」

長
門
市  

　
宮
崎
　
節
子

二
〇
〇
九
年
市
役
所
を
定
年
退
職
し
、
そ
の
時

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
医
師
の
病
院
で
働
き
始

め
、
気
づ
け
ば
十
七
年
。
今
は
、
国
が
目
指
す
「
地

域
共
生
社
会
」
の
流
れ
の
中
で
、
地
域
の
医
療
・

介
護
・
福
祉
が
つ
な
が
る
よ
う
に
支
え
る
地
域
連

携
室
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。
患
者
さ
ん
が
、

そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
必
要

な
支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
思
い
を
胸

に
日
々
調
整
を
続
け
て
い
る
。
今
日
も
ま
た
、
一

人
の
方
の
「
生
き
様
」
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
、

保
健
師
と
し
て
の
喜
び
を
し
み
じ
み
感
じ
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
方
は
、
九
十
七
歳
の
女
性

の
患
者
様
。
慢
性
心
不
全
憎
悪
で
入
退
院
を
繰

り
返
し
、
両
大
腿
骨
転
子
部
骨
折
術
後
要
介
護
二
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
独
居
生
活
を

さ
れ
て
い
る
。
歩
行
補
助
具
を
使
い
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
庭
の
草
取
り
も
さ
れ
て
い
る
。
身
体
の

状
態
や
年
齢
を
理
由
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ
と
な

く
、
で
き
る
範
囲
で
淡
々
と
自
分
の
生
活
を
自

分
の
手
で
守
ろ
う
と
す
る
。
弱
さ
を
抱
え
な
が

ら
も
自
分
の
足
で
立
ち
続
け
る
姿
勢
は
、
そ
の

方
ら
し
い
「
生
き
様
」
そ
の
も
の
と
感
銘
す
る
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
私
の
心
を
そ
っ
と
支

え
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
七
〇
歳
で
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
先
生
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
山
歩
き
で
あ

る
。
体
重
を
山
の
傾
斜
に
合
わ
せ
て
持
ち
上
げ

る
し
ん
ど
さ
、
汗
が
目
に
染
み
る
、
そ
し
て
ふ

と
空
を
見
上
げ
る
と
、
や
わ
ら
か
な
風
が
頬
を

撫
で
て
く
れ
る
。
山
の
風
は
浄
化
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
心
の
濁
り
が
す
っ
と
洗
わ
れ
て
い
く
よ

う
に
感
じ
る
。
年
を
重
ね
る
ほ
ど
自
然
に
惹
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
友
達
の
加
療
の
話
を
聞
く
と
、

言
葉
よ
り
も
先
に
涙
腺
が
緩
み
動
揺
す
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
高
齢
で
常
勤
と
い
う
働
き
方
に
は

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、

侵
襲
的
な
治
療
を
経
験
し
た
今
、
こ
う
し
て
保

健
師
と
し
て
働
け
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が

ら
今
日
も
職
場
へ
向
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
私
自
身
の
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、参
加
者
か
ら
「
動

き
や
す
く
な
っ
た
」
と
か
「
毎
週
み
ん
な
に
会
っ
て

話
せ
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
い
で

す
ね
。

（
う
〜
ん
、
お
ひ
と
り
時
間
じ
ゃ
な
い
み
た
い
）
っ

て
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
？

い
え
い
え
、
お
ひ
と
り
様
は
、
自
分
の
時
間
が
好

き
放
題
な
ん
で
す
。
な
の
で
、
自
宅
の
畑
に
実
っ
た

野
菜
や
花
を
見
な
が
ら
香
り
や
光
を
浴
び
な
が
ら
、

ひ
だ
ま
り
で
好
き
な
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
畑
や
山
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
つ
ま
み
で

ゆ
っ
く
り
晩
酌
を
す
る
の
が
私
の
最
大
の
お
ひ
と
り

時
間
の
楽
し
み
な
ん
で
す
。

活
動
紹
介

いきいき百歳体操

二胡を演奏している永冨会員

ほ
う
き
だ
い
せ
ん
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二胡演奏♪（サロンにて）

「
登
山
の
魅
力
」

防
府
市
　河

内
　
葉
子

　
私
と
登
山
の
出
会
い
は
六
年
前
の
初
秋
頃
で
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
所
属
し
て
い
る
山
の
会
の

安
全
教
室
の
チ
ラ
シ
を
た
ま
た
ま
見
か
け
て
教

室
へ
参
加
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
来
山
登
り

は
苦
手
で
あ
っ
た
が
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
壮
大

な
チ
ラ
シ
の
写
真
に
思
わ
ず
吸
い
込
ま
れ
て
フ

ラ
フ
ラ
っ
と
教
室
に
行
っ
た
こ
と
で
、
私
の
退

職
後
の
第
二
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

ほ
ど
と
な
っ
た
。
そ
し
て
入
会
し
て
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
い
う
間
に
、
伯
耆
大
山
、
八
ヶ
岳
連
峰

や
日
本
ア
ル
プ
ス
、
九
重
連
山
等
、
名
だ
た
る

名
峰
に
同
行
し
て
も
ら
い
、
い
つ
の
間
に
か
山

に
行
く
こ
と
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
私
は
登
り
が
苦
手
で
、
こ
ん
な
に
し
ん
ど
い

思
い
を
し
て
ま
で
も
登
ら
な
く
て
い
い
の
で

は
？
と
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
し
か
し
山

頂
に
到
着
し
た
時
の
達
成
感
や
、
一
緒
に
登
っ

た
山
友
と
お
互
い
に
称
え
合
う
ひ
と
時
は
何
も

の
に
も
代
え
難
い
瞬
間
で
あ
る
。
そ
し
て
山
に

登
る
こ
と
が
自
分
自
身
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な

お
ひ
と
り
時
間
の
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
門
市
　
永
冨
　
恵
子

旧
日
置
村
役
場
に
保
健
婦
と
し
て
働
き
は
じ
め
た

の
が
今
か
ら
半
世
紀
前
。今
年
は
六
回
目
年
女
で
す
。

長
門
市
役
所
を
退
職
後
も
非
常
勤
職
員
・
任
用
職

員
と
し
て
約
十
年
働
き
二
年
前
か
ら
フ
リ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
を
も
ち
、
ま

た
、
夫
が
亡
く
な
り
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
七
年
に

な
り
ま
す
。

現
在
の
、
お
ひ
と
り
時
間
の
多
く
は
、
趣
味
の
二

胡
に
使
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
、
萩
や
長
門

地
区
の
サ
ロ
ン
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
施
設
や
小

学
校
、
ま
た
地

域
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
年
間
二
十

か
ら
三
十
回
演

奏
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
つ
い

に
日
置
地
区
で

も
健
康
教
育
よ

り
二
胡
演
奏
依

頼
の
方
が
多
く

な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。（
笑
）

色
々
な
場
所
に

行
き
、
新
し
い
人
と
の
交
流
は
楽
し
い
で
す
。

次
に
多
い
ひ
と
り
時
間
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
使
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
の
午
後
は
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

「
お
口
の
体
操
」「
長
門
市
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
の
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、
長
門
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
い
る
高
知
県
発
祥
の
筋
肉

を
つ
け
転
倒
予
防
を
目
指
す
体
操
で
す
。

   

●   

手
首
足
首
に
お
も
り
を
つ
け
、
椅
子
に
座
り
行
う

   

●   

お
も
り
は
体
力
に
合
わ
せ
て
調
整
で
き
る

   

●   

簡
単
な
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
お
手
本
を
見
な
が
ら

行
う

り
、
ま
た
ピ
ー
ク
を
踏
む
こ
と
で
自
分
の
体
力
や

精
神
力
に
自
信
が
持
て
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
新
た

な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
だ
。

　
そ
の
結
果
、
山
に
登
る
た
め
の
日
常
生
活
の
在

り
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
不
摂
生
な
生
活
を

慎
み
、
快
食
、
快
眠
、
快
便
、
そ
し
て
筋
力
維
持

の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
等
を
実
行
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
結
果
こ
そ
が
、
健
康
寿
命
の
延
長

に
繋
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
私
が
あ
ん
な
に

嫌
が
っ
て
い
た
山
登
り
が
張
り
合
い
の
あ
る
生
活

を
生
み
出
し
、
そ
し
て
今
で
は
健
康
的
な
心
身
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」

長
門
市  

　
宮
崎
　
節
子

二
〇
〇
九
年
市
役
所
を
定
年
退
職
し
、
そ
の
時

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
医
師
の
病
院
で
働
き
始

め
、
気
づ
け
ば
十
七
年
。
今
は
、
国
が
目
指
す
「
地

域
共
生
社
会
」
の
流
れ
の
中
で
、
地
域
の
医
療
・

介
護
・
福
祉
が
つ
な
が
る
よ
う
に
支
え
る
地
域
連

携
室
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。
患
者
さ
ん
が
、

そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
必
要

な
支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
思
い
を
胸

に
日
々
調
整
を
続
け
て
い
る
。
今
日
も
ま
た
、
一

人
の
方
の
「
生
き
様
」
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
、

保
健
師
と
し
て
の
喜
び
を
し
み
じ
み
感
じ
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
方
は
、
九
十
七
歳
の
女
性

の
患
者
様
。
慢
性
心
不
全
憎
悪
で
入
退
院
を
繰

り
返
し
、
両
大
腿
骨
転
子
部
骨
折
術
後
要
介
護
二
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
独
居
生
活
を

さ
れ
て
い
る
。
歩
行
補
助
具
を
使
い
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
庭
の
草
取
り
も
さ
れ
て
い
る
。
身
体
の

状
態
や
年
齢
を
理
由
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ
と
な

く
、
で
き
る
範
囲
で
淡
々
と
自
分
の
生
活
を
自

分
の
手
で
守
ろ
う
と
す
る
。
弱
さ
を
抱
え
な
が

ら
も
自
分
の
足
で
立
ち
続
け
る
姿
勢
は
、
そ
の

方
ら
し
い
「
生
き
様
」
そ
の
も
の
と
感
銘
す
る
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
私
の
心
を
そ
っ
と
支

え
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
七
〇
歳
で
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
先
生
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
山
歩
き
で
あ

る
。
体
重
を
山
の
傾
斜
に
合
わ
せ
て
持
ち
上
げ

る
し
ん
ど
さ
、
汗
が
目
に
染
み
る
、
そ
し
て
ふ

と
空
を
見
上
げ
る
と
、
や
わ
ら
か
な
風
が
頬
を

撫
で
て
く
れ
る
。
山
の
風
は
浄
化
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
心
の
濁
り
が
す
っ
と
洗
わ
れ
て
い
く
よ

う
に
感
じ
る
。
年
を
重
ね
る
ほ
ど
自
然
に
惹
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
友
達
の
加
療
の
話
を
聞
く
と
、

言
葉
よ
り
も
先
に
涙
腺
が
緩
み
動
揺
す
る
。
こ

れ
か
ら
も
、
高
齢
で
常
勤
と
い
う
働
き
方
に
は

い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、

侵
襲
的
な
治
療
を
経
験
し
た
今
、
こ
う
し
て
保

健
師
と
し
て
働
け
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が

ら
今
日
も
職
場
へ
向
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
私
自
身
の
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、参
加
者
か
ら
「
動

き
や
す
く
な
っ
た
」
と
か
「
毎
週
み
ん
な
に
会
っ
て

話
せ
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
い
で

す
ね
。

（
う
〜
ん
、
お
ひ
と
り
時
間
じ
ゃ
な
い
み
た
い
）
っ

て
思
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
？

い
え
い
え
、
お
ひ
と
り
様
は
、
自
分
の
時
間
が
好

き
放
題
な
ん
で
す
。
な
の
で
、
自
宅
の
畑
に
実
っ
た

野
菜
や
花
を
見
な
が
ら
香
り
や
光
を
浴
び
な
が
ら
、

ひ
だ
ま
り
で
好
き
な
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
畑
や
山
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
つ
ま
み
で

ゆ
っ
く
り
晩
酌
を
す
る
の
が
私
の
最
大
の
お
ひ
と
り

時
間
の
楽
し
み
な
ん
で
す
。

活
動
紹
介

いきいき百歳体操

二胡を演奏している永冨会員

ほ
う
き
だ
い
せ
ん
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ざ
く
ろ

　
松
永
隆
子

　
仁
保
鈴
子

    

●
　  

情
報
交
換

    

●
　  

近
況
報
告

    

●
　  

情
報
交
換
で
活
動
な

ど
を
聞
け
る
の
が
良
い
。

    

●
　  

山
口
市
ま
で
は
遠
い
が
、
近

く
で
あ
る
と
参
加
し
や
す
い
。

    

●
　  

元
気
な
姿
を
見
ら
れ
て
嬉
し

い
。

    

●
　  

会
え
な
い
人
が
来
ら
れ
る
の
が
地
域
交
流
会
の
良

さ
だ
と
思
う
。

　
埴
生
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
三
根
豊
子

　
渡
辺
英
子

   

●
　

寄
せ
植
え
教
室

   

●
　  

懇
談
会

   

●
　

花
を
き
っ
か
け
に

し
て
話
題
が
膨
ら
み
、
楽
し
く
過
ご
せ
た
。

   

●
　

花
の
寄
せ
植
え
が
楽
し
み
で
参
加
し
た
。

   

●
　

花
が
好
き
な
会
員
が
多
く
、
と
て
も
和
や
か
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

   

●
　

新
会
員
の
入
会
紹
介
の
機
会
と
し
た
い
と
思
う
が

な
か
な
か
難
し
い
。

田
舎
の
保
健
室

河
内
葉
子
　
宮
崎
正
子

   

●
　

布
絵
本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
披
露

   

●
　

情
報
交
換

●
　

市
内
の
中
学
校
で
布
絵
本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

5
・
7
ブ
ロ
ッ
ク

6
ブ
ロ
ッ
ク

振
り
返
っ
た
り
考
え
た
り
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。
家
族
・
友
人
に
も
伝
え
た
い
。

   

●
　

相
手
の
思
い
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

   

●
　

参
加
さ
れ
た
皆
様
の
経
験
や
思
い
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
場
と
な
り
、
話
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

刺
激
の
あ
る
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
た
。

担
当
者
の
感
想

1
・
2
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
の
感
想

4
ブ
ロ
ッ
ク

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ゼ
ィ
リ
ア

西
山
け
い
子
　
佐
藤
尚
子
　
原
田
新
子

  

●
　

情
報
交
換

  

●
　

皆
さ
ん
の
活
躍

ぶ
り
が
確
認
で

き
て
よ
か
っ
た
。

  

●
　

お
料
理
や
会
場

が
立
派
で
満
足

し
て
楽
し
か
っ

た
。

  

●
　

皆
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
く
会
食
さ
れ
て
、
い
き
い
き

し
た
交
流
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
。

地
域
交
流
会

周
南
市
シ
ビ
ッ
ク
交
流
セ
ン
タ
ー

西
川
美
智
江
　
山
本
郁
子

   

●
　

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
に
つ
い

て
の
講
話

   

●
　

も
し
バ
ナ
ゲ
ー

ム
の
体
験

   

●
　

情
報
交
換

   

●
　

自
分
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
を

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

3
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
者
の
感
想

参
加
者
の
感
想

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

開
催
日
：
令
和
8
年
2
月
28
日
（
土
）

地

　域
：
長
門
市
、
萩
市

開
催
日
：
令
和
7
年
11
月
13
日
（
木
）

地

　域
：
山
口
市

開
催
日
：
令
和
7
年
12
月
7
日
（
日
）

地

　域
：
宇
部
市
、
山
陽
小
野
田
市
、

　
　
　
　美
祢
市
、
下
関
市

開
催
日
：
令
和
8
年
2
月
6
日
（
金
）

地

　域
：
岩
国
市
、
柳
井
市
、
平
生
町
、

　
　
　
　周
南
市
、
光
市
、
下
松
市

開
催
日
：
令
和
7
年
11
月
18
日（
火
）

地

　域
：
防
府
市

　
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
、
自

分
の
サ
ロ
ン
で
も
さ
っ
そ
く
図
書
館
で
借
り
て
実

　
施
し
た
い
。

     

●
　

布
絵
本
の
作
り
方
が
と
て
も
丁
寧
で
工
夫
が
さ
れ

て
お
り
驚
い
た
。

     

●
　

布
絵
本
は
子
供
で
も
大
人
で
も
楽
し
め
る
仕
掛
け

が
施
さ
れ
て
お
り
、
完
成
度
の
高
い
絵
本
で
あ
っ

た
。

    

●
　  

多
く
の
方
に
こ
の
布
絵
本
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
ん
な
所
で
活
用

し
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。



9 第32号　令和 8年 8月 8令和 8年 8月　第32号

活動報告 活動報告

　
ざ
く
ろ

　
松
永
隆
子

　
仁
保
鈴
子

    

●
　  

情
報
交
換

    

●
　  

近
況
報
告

    

●
　  

情
報
交
換
で
活
動
な

ど
を
聞
け
る
の
が
良
い
。

    

●
　  

山
口
市
ま
で
は
遠
い
が
、
近

く
で
あ
る
と
参
加
し
や
す
い
。

    

●
　  

元
気
な
姿
を
見
ら
れ
て
嬉
し

い
。

    

●
　  

会
え
な
い
人
が
来
ら
れ
る
の
が
地
域
交
流
会
の
良

さ
だ
と
思
う
。

　
埴
生
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
三
根
豊
子

　
渡
辺
英
子

   
●
　

寄
せ
植
え
教
室

   

●
　  
懇
談
会

   

●
　

花
を
き
っ
か
け
に

し
て
話
題
が
膨
ら
み
、
楽
し
く
過
ご
せ
た
。

   

●
　

花
の
寄
せ
植
え
が
楽
し
み
で
参
加
し
た
。

   

●
　

花
が
好
き
な
会
員
が
多
く
、
と
て
も
和
や
か
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

   

●
　

新
会
員
の
入
会
紹
介
の
機
会
と
し
た
い
と
思
う
が

な
か
な
か
難
し
い
。

田
舎
の
保
健
室

河
内
葉
子
　
宮
崎
正
子

   

●
　

布
絵
本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
披
露

   

●
　

情
報
交
換

●
　

市
内
の
中
学
校
で
布
絵
本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

5
・
7
ブ
ロ
ッ
ク

6
ブ
ロ
ッ
ク

振
り
返
っ
た
り
考
え
た
り
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。
家
族
・
友
人
に
も
伝
え
た
い
。

   

●
　

相
手
の
思
い
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

   

●
　

参
加
さ
れ
た
皆
様
の
経
験
や
思
い
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
場
と
な
り
、
話
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

刺
激
の
あ
る
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
た
。

担
当
者
の
感
想

1
・
2
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
の
感
想

4
ブ
ロ
ッ
ク

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ゼ
ィ
リ
ア

西
山
け
い
子
　
佐
藤
尚
子
　
原
田
新
子

  

●
　

情
報
交
換

  

●
　

皆
さ
ん
の
活
躍

ぶ
り
が
確
認
で

き
て
よ
か
っ
た
。

  

●
　

お
料
理
や
会
場

が
立
派
で
満
足

し
て
楽
し
か
っ

た
。

  

●
　

皆
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
く
会
食
さ
れ
て
、
い
き
い
き

し
た
交
流
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
。

地
域
交
流
会

周
南
市
シ
ビ
ッ
ク
交
流
セ
ン
タ
ー

西
川
美
智
江
　
山
本
郁
子

   

●
　

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
に
つ
い

て
の
講
話

   

●
　

も
し
バ
ナ
ゲ
ー

ム
の
体
験

   

●
　

情
報
交
換

   

●
　

自
分
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
を

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

3
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
者
の
感
想

参
加
者
の
感
想

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

実
施
内
容

担
当
会
員

場

　  

所

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

開
催
日
：
令
和
8
年
2
月
28
日
（
土
）

地

　域
：
長
門
市
、
萩
市

開
催
日
：
令
和
7
年
11
月
13
日
（
木
）

地

　域
：
山
口
市

開
催
日
：
令
和
7
年
12
月
7
日
（
日
）

地

　域
：
宇
部
市
、
山
陽
小
野
田
市
、

　
　
　
　美
祢
市
、
下
関
市

開
催
日
：
令
和
8
年
2
月
6
日
（
金
）

地

　域
：
岩
国
市
、
柳
井
市
、
平
生
町
、

　
　
　
　周
南
市
、
光
市
、
下
松
市

開
催
日
：
令
和
7
年
11
月
18
日（
火
）

地

　域
：
防
府
市

　
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
、
自

分
の
サ
ロ
ン
で
も
さ
っ
そ
く
図
書
館
で
借
り
て
実

　
施
し
た
い
。

     

●
　

布
絵
本
の
作
り
方
が
と
て
も
丁
寧
で
工
夫
が
さ
れ

て
お
り
驚
い
た
。

     

●
　

布
絵
本
は
子
供
で
も
大
人
で
も
楽
し
め
る
仕
掛
け

が
施
さ
れ
て
お
り
、
完
成
度
の
高
い
絵
本
で
あ
っ

た
。

    

●
　  

多
く
の
方
に
こ
の
布
絵
本
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
ん
な
所
で
活
用

し
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。



山口県在宅保健師会

　
会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
八
年
五
月
二
十
八
日
の
総
会
に
お
い
て
再
任
さ
れ
、
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
二
年
間
の
経
験
と
次
年
度
「
鈴
の
会
」
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
大
き
な
責

務
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
み
な
ら
ず
、
山
口
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
務
局
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。当
日
は
総
会
の
議
事
進
行
を
全
て
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
先
般
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
率
が
山
口

県
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
等
に
よ
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
在

宅
医
療
な
ど
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
多
い
地
域
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
な
ど
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
お
り
、
我
々
鈴
の
会
の
介
護
予

防
出
張
講
座
や
地
域
サ
ロ
ン
・
健
康
体
操
教
室
等
地
域
で
の
高
齢
者
支
援
は
、
素
晴
ら
し
い

活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
研
修
会
で
も
「
生

涯
現
役
を
め
ざ
し
て
〜
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
？
」
と
山
口
大
学
大
学
院
の
長
谷
亮

佑
先
生
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
必
要
な
生
活
習
慣
＋
人
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
の
力
、
い
わ
ゆ
る
人
間
関
係
の
豊
か
さ
も
必
要
と
い
う
こ
と
を
自
身
が

実
践
さ
れ
て
い
る
地
域
活
動
モ
デ
ル
を
も
と
に
人
口
減
少
か
ら
く
る
高
齢
化
・
少
子
化
、
担

い
手
不
足
か
ら
高
齢
者
自
身
も
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
へ
の
転

換
が
必
要
と
説
明
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
支
え
手
・
受
け
手
の

相
互
扶
助
い
わ
ゆ
る
自
助
＋
互
助
の
必
要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
鈴
の
会
の
会
員
も
地
域
の
高
齢
者
支
援
の
一
助
と
な
り
ま

す
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
会
員
を
増
や
し

専
門
職
と
し
て
の
支
え
手
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
の
支
え
手
を
増
や

せ
て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

松

　永

　隆

　子
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「
鈴
の
会
」
会
員
募
集

◆
令
和
八
年
度
第
二
回
研
修
会

　
日
時
　
令
和
八
年
十
月
十
四
日
（
水
）

　
　
　
　
十
時
三
十
分
〜
十
五
時

　
場
所
　
国
保
会
館
　
四
階
　
大
会
議
室

　
内
容
　〈
午
前
〉「
笑
い
ヨ
ガ
に
つ
い
て
」

　
　
　
　〈
午
後
〉「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

つ
い
て
」

お
知
ら
せ

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健

師
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
入
会
希
望
の
方
、
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

★「
鈴
の
会
」
の
情
報
は

     
こ
ち
ら
か
ら  

↓
↓
↓
↓

加
　
治
　
理
　
恵
（
下
松
市
）

福
　
田
　
敦
　
子
（
下
関
市
）

※
入
会
順

新
入
会
員
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
初
の
女
性
総
理
誕
生
、
政
権
交
代
の

荒
波
、
中
東
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
年
も
筍
が
た
く
さ
ん
頭

を
出
し
、
爛
漫
の
桜
た
ち
が
心
を
躍
ら

せ
て
く
れ
、
い
つ
も
通
り
の
春
が
過
ぎ

去
り
ま
し
た
。
五
月
に
は
無
事
、
鈴
の

会
の
総
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
多
々
あ
る
日
常
行
事
を
こ
な
し
な

が
ら
会
を
盛
り
立
て
て
下
さ
る
会
員
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
で
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
「
き
ょ
う
よ
う
（
教
養
）
が

な
い
こ
と
が
淋
し
く
、
困
る
こ
と
だ
」
と
聞
き

ま
し
た
。
ド
キ
ッ
と
し
ま
す
よ
ね
、
今
更
教
養

な
ん
て
…
。
現
役
同
様
バ
リ
バ
リ
活
動
し
て
い

て
も
年
は
正
直
で
す
。
体
力
も
落
ち
、
愚
痴
も

増
え
て
く
る
老
人
が
「
今
日
用
が
な
い
」
で
な

く
「
今
日
用
が
あ
る
」
日
常
を
過
ご
す
た
め
に
も
、

今
回
総
会
後
の
研
修
会
で
習
っ
た
「
健
康
寿
命

を
延
ば
す
」
工
夫
に
看
護
の
視
点
で
関
わ
っ
て

い
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。「
あ
の
よ
う
に

な
り
た
い
」
は
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

「
夢
中
」
を
増
や
し
、「
夢
で
い
っ
ぱ
い
の
鈴
の
会
」

来
年
で
三
十
周
年
で
す
。
会
報
三
十
二
号
へ
の

寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
〜
夢
と
は
　
た
だ
見
る
だ
け
の
も
の
で
な
く

　
　
　
た
だ
語
る
だ
け
の
も
の
で
な
く

　
　
　
　
夢
と
は
　
夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

そ
の
人
の
心
意
気
〜

（
神
代
　
浩
子
　
記
）

編 集 後 記

（
二
次
元
コ
ー
ド
：
鈴
の
会
Ｈ
Ｐ
）

令和8年度山口県在宅保健師会「鈴の会」総会及び第１回研修会（5月28日）

四
月
、桜
満
開
の
季
節
。

桜
の
香
に
包
ま
れ
な
が
ら
、自
然
豊
か
な

遊
歩
道
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
。

長
門
湯
本
温
泉
。

六
〇
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
、山
口
県
最
古

の
温
泉
だ
。

以
前
は
鄙
び
た
温
泉
街
で
あ
っ
た
が
、二

〇
二
〇
年
、持
続
可
能
な
温
泉
地
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

川
床
テ
ラ
ス
や
遊
歩
道
、立
ち
寄
り
湯
な

ど
が
整
備
さ
れ
、外
歩
き
の
楽
し
み
が
増
え

た
。駐

車
場
か
ら
竹
林
を
下
れ
ば
、
音
信
川

が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
身
を
ゆ
だ
ね
れ
ば
、心

身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

こ
こ
数
年
は
新
し
い
お
店
も
増
え
た
が
、

昔
な
が
ら
の
商
店
や
旅
館
も
あ
り
、日
本
の

古
き
良
き
時
代
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。

満
開
の
桜
の
下
、
思

い
っ
き
り
深
呼
吸
を
す

る
。身

体
中
、
桜
の
香
が

か
け
め
ぐ
り
、心
身
と
も

に
満
た
さ
れ
た
気
持
ち

に
な
っ
た
。

（
三
谷
　
恵
美
　
記
）

「そぞろ歩きで春を満喫」 私のイチ押しスポット

第 32号

1 第32号　令和 8年 8月 10令和 8年 8月　第32号

ひ
と

お
と
ず
れ
が
わ

ひ
な


